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1．目的 

一般社団法人日本スラックライン連盟（Japan Slackline Federation）（以下「JSFed」

という）が実施するJSFed公認スラックライン技能検定（以下「スラックライン技能検定」

という）が全国のスラックライン愛好者の技術レベルの向上を図る契機となり、スラック

ラインの普及に貢献することを目的とする。 

 

2．スラックライン技能検定の種類 

スラックライン技能検定は次の 4種の技能検定で構成されるものとし、その技術レベルに

応じて、基礎技能検定を除く各技能検定に対して 3級・2級・1級の認定レベルを設ける

ものとする。 

 

【スラックライン技能検定の構成】 

・基礎技能検定 

・スタティック技能検定 

・スタティック技能検定 3級 

・スタティック技能検定 2級 

・スタティック技能検定 1級 

・バウンス技能検定 

・バウンス技能検定 3級 

・バウンス技能検定 2級 

・バウンス技能検定 1級 

・ロングライン技能検定 

・ロングライン技能検定 3級 

・ロングライン技能検定 2級 

・ロングライン技能検定 1級 

 

各種および各級の技能検定はそれぞれ独立したものとし、各々個別に受検する必要がある。 

 

3．受検資格 

・受検日当日に受検会場に来ることができる者で、かつ日本語で受け答えができる者。 

・検定ルール、検定内容その他本書の内容を理解できる者。 

・18 歳未満の受験者は、保護者の同意を必要とする。 
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・第 2項「スラックライン技能検定の種類」に定める各技能検定 2級の受検資格は、該当

する各技能検定 3級の取得者とする。 

・第 2項「スラックライン技能検定の種類」に定める各技能検定 1級の受検資格は、該当

する各技能検定 2級の取得者とする。 

・同日同受検会場にて、同一の技能検定の複数の級の検定が行われる場合に限り、下位の

級が未取得であっても複数の級を受検することができるものとする。ただし、下位の級が

不合格であった場合に、上位の級が合格値に達したとしても合格とみなされない。また第 5

項「技能検定料」に定める技能検定料および第 10-1 項「認定料について」に定める認定料

は、各級毎に個支払う必要があるものとする。 

 

4．検定環境 

・JSFed が認定する検定員 2名以上によって、公正に執り行われるものとする。 

・技能検定で設置するスラックラインの設置環境は試験会場によって異なるものとし、受

検者は検定員が設置するスラックライン環境に従うものとする。 

 

5．技能検定料 

5-1．基礎技能検定料 

・検定料 1,000 円（税込） 

 

5-2．スタティック技能検定料 

・スタティック技能検定 3級 

検定料 1,000 円（税込） 

・スタティック技能検定 2級 

検定料 1,500 円（税込） 

・スタティック技能検定 1級 

検定料 2,000 円（税込） 

 

5-３．バウンス技能検定料 

・バウンス技能検定 3級 

検定料 1,000 円（税込） 
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・バウンス技能検定 2級 

検定料 1,500 円（税込） 

・バウンス技能検定 1級 

検定料 2,000 円（税込） 

 

5-4．ロングライン技能検定料 

・ロングライン技能検定 3級 

検定料 1,000 円（税込） 

・ロングライン技能検定 2級 

検定料 1,500 円（税込） 

・ロングライン技能検定 1級 

検定料 2,000 円（税込） 

 

6．基礎技能検定要項 

6-1．基礎技能検定におけるスラックラインの設置環境 

・幅 5cmのポリエステル製スラックライン 

・ラインの長さ：3m以上～15m以下 

・ラインの高さ：30cm 以上～100cm 以下 

・その他第 4項「検定環境」に定める通り 

 

6-2．基礎技能検定ルール 

・各トリックはそれぞれ３回以内に成功させなければならないものとする。 

・原則として、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライン上に

とどまる事で成功とみなすものとする。 

・ラインの上に立った時点（身体の全部が地面から離れた時点）をトリックの開始と

みなし、検定員の OKサインの前に再度地面に触れた場合は失敗とみなす。 

・各トリックを終えるたびに一度ラインから降りるものとする。 

・トリックはラインのおよそ中央部分で行う事とする。 

・トリックを行う過程で、バランスを崩してもライン上から落ちなければ続行可能と

する。 

・トリックのカウント中に指定条件が満たされない場合、カウントは一旦停止し、身

体の一部が地面に触れていない場合に限り、再度指定条件を満たした状態からカウン

トを開始できるものとする。 
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・各トリックへの入り方、戻り方の指定がなければ原則自由とする。 

 

6-3．基礎技能検定内容および合格基準 

基礎技能検定の内容および合格基準は、前項第 6-2 項「基礎技能検定ルール」に定め

る内容に従っており、かつ第 12-1 項「基礎技能一覧および合格基準」に定める基準を

満たしている場合とする。 

 

7．スタティック技能検定要項 

7-1．スタティック技能検定におけるスラックラインの設置環境 

・幅 5cmのポリエステル製スラックライン 

・ラインの長さ：3m以上～15m以下 

・ラインの高さ：30cm 以上～100cm 以下 

・その他第 4項「検定環境」に定める通り 

 

7-2．スタティック技能検定ルール 

・各トリックは、それぞれ３回以内に成功させなければならないものとする。 

・原則として、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライン上に

とどまる事で成功とみなすものとする。 

・ラインの上に立った時点（身体の全部が地面から離れた時点）をトリックの開始と

みなし、検定員の OKサインの前に再度地面に触れた場合は失敗とみなす。 

・各トリックを終えるたびに一度ラインから降りるものとする。 

・トリックはラインのおよそ中央部分で行う事こととする。 

・トリックを行う過程で、バランスを崩してもライン上から落ちなければ続行可能と

する。 

・トリックのカウント中に指定条件が満たされない場合、カウントは一旦停止し、身

体の一部が地面に触れていない場合に限り、再度指定条件を満たした状態からカウン

トを開始できるものとする。 

・一つのトリックを終えてから次のトリック開始までの時間など、その他検定の進行

上のルールは検定員に従うものとし、検定の進行を妨げる行為または検定員の指示に

従わない行為が見られた場合は、その時点で不合格とする。 

 

7-3．スタティック技能検定内容および合格基準 

・スタティック技能検定 3級 
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a. 第 12-2 項「スタティックトリック一覧および合格基準」に定めるトリッ

ク一覧から 10 トリックを予め選択して検定員に提出し、それらすべての

トリックを成功させることとする。尚、検定がスタートした時点で、一

度選択したトリックはいかなる理由があっても変更できないものとする。 

b. 各トリックへの入り方、および戻り方は自由とする。 

 

・スタティック技能検定 2級 

a. 第 12-2 項「スタティックトリック一覧および合格基準」に定めるトリッ

ク一覧から 15 トリックを予め選択して検定員に提出し、それらすべての

トリックを成功させることとする。尚、検定がスタートした時点で、一

度選択したトリックはいかなる理由があっても変更できないものとする。 

b. 各トリックへの入り方は、フィートから開始するものとし、戻り方は自

由とする。 

 

・スタティック技能検定 1級 

a. 第 12-2 項「スタティックトリック一覧および合格基準」に定めるトリッ

ク一覧から 19 トリックを予め選択して検定員に提出し、それらすべての

トリックを成功させることとする。尚、検定がスタートした時点で、一

度選択したトリックはいかなる理由があっても変更できないものとする。 

b. 各トリックの入り方は、フィートから開始するものとし、トリックの体

勢を維持して検定員の OK のサインをもらった後に、フィートに戻って

から検定員が再度カウント（5秒程度）し、OKのサインをだすまでその

体勢を維持することで成功とみなす。 

 

※フィートとは、ラインの上に両足で立ち、身体が正面を向いている状態を指す。 

※その他各トリックの合格基準は、第 7-2 項「スタティック技能検定ルール」に

定める内容に従っており、かつ第 12-2 項「スタティックトリック一覧および合格

基準」に定める基準を満たしている場合とする。 

 

8．バウンス技能検定要項 

8-1．バウンス技能検定におけるスラックラインの設置環境 

・幅 5cmのポリエステル製スラックライン 

・ラインの長さ：15m以上～25m以下 
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・ラインの高さ：80cm 以上～150cm 以下 

・その他第 4項「検定環境」に定める通り 

 

8-2．バウンス技能検定ルール 

・各トリックは、それぞれ３回以内に成功させなければならないものとする。 

・原則として、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライン上に

とどまる事で成功とみなすものとする。 

・ラインの上に立って静止し、検定員の合図をもってトリックの開始とみなし、開始

後に地面に触れた場合は失敗とみなすものとする。 

・トリックはラインのおよそ中央部分で行う事こととする。 

・バウンストリックは原則として立った状態から開始し、立った状態で終えるものと

する。 

・一つのトリックまたはコンボを終えるたびに一旦ラインから降りるものとする。 

・検定員のスタートの合図があった後、体がラインから離れた時点でトリック開始と

し、トリックの前後および途中でトリック開始前の不要なマウント、不要なバットバ

ウンスやバランスを整えるためのバットバウンス等、検定内容と無関係のトリックを

行なうことはできないものとする。その際は失敗とみなすものとする。 

・ダビング（手や足等を使って地面を頼る行為）を行なった場合は、失敗とみなすも

のとする。またダビングの程度に関しては、原則として JSFed の大会ジャッジ規定に

基づいて判断するものとし、その判断は検定員に一任する。 

・技はコンボでなく、単独トリックを行う事とする。ただしローテーション（回転）

のトリックを行なう場合は１組の組み合わせを単独トリックとする。 

・一つのトリックを終えてから次のトリック開始までの時間など、その他検定の進行

上のルールは検定員に従うものとし、検定の進行を妨げる行為または検定員の指示に

従わない行為が見られた場合は、その時点で不合格とする。 

 

8-3．バウンス技能検定内容および合格基準 

・バウンス技能検定 3級 

下記の３つのトリックを成功させることとする。 

ストレートジャンプ／バットバウンス／チェストバウンス 

各トリックの合格基準は、第 8-2 項「バウンス技能検定ルール」に定める通りと

する。 
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・バウンス技能検定 2級 

a. 第 12-3 項「バウンストリックに関する事項および合格基準」項目内の「バウ

ンストリック組み合わせ一覧表」から選択したトリックの組み合わせの内、

それぞれ異なる 180 系３つ、360 系 2 つの計５つのトリックを成功させる。

尚、選択したトリックは予め検定員に提出し、検定がスタートした時点で一

度選択したトリックはいかなる理由があっても変更できないものとする。 

b. 選択した５つのいずれかのトリックの中に「フィート」「バットバウンス」「チ

ェストバウンス」の組み合わせが最低一つ以上含まれている必要があること

とする。 

（不合格の例） 

・バットバウンス → f/s 180 → バットバウンス 

・バットバウンス → b/s 180 → バットバウンス 

・フィート → f/s 180 → フィート 

・フィート → f/s 360 → フィート 

・フィート → b/s 360 → フィート 

仮に、上記の５つのトリックを行なった場合、180 系 3 つ、360 系 2 つという a．

の条件は満たしているが、これらのトリックには「チェストバウンス」が含まれ

ていないため b.の条件を満たしておらず、不合格となる。 

 

・バウンス技能検定 1級 

a. 第 12-3 項「バウンストリックに関する事項および合格基準」項目内の「バウ

ンストリック組み合わせ一覧表」から選択したトリックの組み合わせの内、

それぞれ異なる 180 系 4 つ、360 系 3 つ、540 系１つ、フリップ系１つの

計９つのトリックを成功させる。尚、選択したトリックは予め検定員に提出

し、検定がスタートした時点で、一度選択したトリックはいかなる理由があ

っても変更できないものとする。 

b. 選択した５つのいずれかのトリックの中に「フィート」「バットバウンス」「チ

ェストバウンス」「バックバウンス」の組み合わせが最低一つ以上含まれてる

必要があることとする。 

 

※各バウンストリックの合格基準は、第 8-2 項「バウンス技能検定ルール」に定

める内容に従っており、かつ第 12-3 項「バウンストリック一覧および合格基準」

に定める基準を満たしている場合とする。 



一般社団法人日本スラックライン連盟 8 

 

9．ロングライン技能検定要項 

9-1．ロングライン技能検定におけるスラックラインの設置環境 

・幅 2.5cm のポリエステル製スラックライン 

・その他第 4項「検定環境」に定める通り 

 

9-2．ロングライン技能検定ルール 

・指定された区間を歩き渡りきる、またその間に指定された課題をこなす。 

・スタート地点およびゴール地点に目印を設け、体が地面から離れた時点を開始とし、

身体の全部がゴール地点を越えて、かつラインの上でとどまっている状態（約５秒）

をもって渡り切ったと見なすものとする。 

・原則として歩き方は、左右の足を交互に一歩ずつ踏み出すものとし、足を交互に出

さず、すり足だけで進むことなどは禁止とする。身体的に障害を持ち、やむを得ず片

足でしか進めない等の理由がある場合はその限りではない。 

・３回以内に成功させなければならない。 

・指定された区間内において、バランスを崩し立て直す目的または休息をとるため等

の理由で、足の裏以外の身体の一部または全部をラインに接触させた場合は失敗とみ

なす。 

・その他検定の進行上のルールは検定員に従うものとし、検定の進行を妨げる行為ま

たは検定員の指示に従わない行為が見られた場合は、その時点で不合格とする。 

 

9-3．ロングライン技能検定内容および合格基準 

・ロングライン技能検定 3級 

長さ：フレーム間約20m 

高さ：約130cm 

沈み込み：受験者がラインに中央に座って約20cm浮く様に設定 

検定内容：両側から渡りきる 

 
・ロングライン技能検定 2級 

ウェビング：伸縮率7％以下＠10kN 

長さ：約25m（フレーム間） 

高さ：約160cm 

沈み込み：受験者がラインに中央に座って約20cm浮く様に設定 
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検定内容：登る(マントル) → 向きを変える(リポジション) → スタート(チョン

ゴ、シット等) → 渡る → ライン中央部でエクスポージャー５秒 → 渡る → 

ゴール（リバートシット、リバートチョンゴ等） 

 

・ロングライン技能検定 1級 

ウェビング：伸縮率7％以下＠10kN 

長さ：約30m（フレーム間） 

高さ：約190cm 

沈み込み：受験者がラインに中央に座って約20cm浮く様に設定 

検定内容：登る(マントル) → 向きを変える(リポジション) → スタート(チョン

ゴ、シット等) → 落ちずに3往復 → ゴール（リバートシット、リバートチョン

ゴ等）。 

 

※その他ロングラインの合格基準は、第 9-2 項「ロングライン技能検定ルール」

に定める内容に定める通りとする。 

 

10．認定料および有効期限 

10-1．認定料について 

技能検定の合格者には次に定める認定料が発生するものとし、その認定料を支払うこ

とで、公認スラックライン技能検定で定められた技能を有する者として JSFed がそれ

を認定し、第 11 項「合格者特典について」に定める特典を付与するものとする。ただ

し、「一般社団法人日本スラックライン連盟 個人会員規定」に定める JSFed 正会員で

ある場合に限る。また同一種目の技能検定を同日同受検会場にて一度に複数級を受検

する場合は、合格したすべての級において認定料が発生する。 

 

・基礎技能検定認定料 1,000 円（税込） 

・スタティック技能検定 3級 認定料 1,000 円（税込） 

・スタティック技能検定 2級 認定料 1,500 円（税込） 

・スタティック技能検定 1級 認定料 2,000 円（税込） 

・バウンス技能検定 3級 認定料 1,000 円（税込） 

・バウンス技能検定 2級 認定料 1,500 円（税込） 

・バウンス技能検定 1級 認定料 2,000 円（税込） 

・ロングライン技能検定 3級 認定料 1,000 円（税込） 
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・ロングライン技能検定 2級 認定料 1,500 円（税込） 

・ロングライン技能検定 1級 認定料 2,000 円（税込） 

 

10-2．有効期限 

本技能検定の有効期限および認定効力は無期限とする。ただし、JSFed の組織解散ま

たは自己の合理的な支配が及ばない事由（以下「不可抗力」という）によって、本技

能検定の認定を継続できない事由が生じた場合はその限りではない。不可抗力には天

災、政府または政府機関の行為、法律、規制または命令の遵守、火災、暴風雨、洪水

もしくは地震、戦争（宣戦布告の有無を問わない）、反乱、革命もしくは暴動、または

ストライキもしくはロックアウトを含むが、これらに限定されない。 

また、「一般社団法人日本スラックライン連盟 個人会員規定」に定める JSFed 正会員

の資格を喪失した場合には、同時に技能検定の認定効力も喪失する。 

 

11．合格者特典について 

・各種技能検定の認定級に応じたスラックライン技能検定認定カードを JSFed から合格者

へ発行する。 

・スラックライン技能検定認定カードを紛失した場合は、税込 1,000 円＋代引き手数料を

支払って再発行できるものとする。 

・インストラクター資格試験を受検する場合において、該当する技能検定を取得している

場合は実技試験の免除を受けることができる。 

 

12．スラックライントリック一覧および合格基準 

12-1．基礎技能一覧および合格基準 

1．前進 

検定員に指定された区間を前進で渡りきる。 

ゴールの位置で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライ

ン上にとどまる事で成功とみなす。 

 

2．ターン(方向転換) 

ライン上に登った状態から動作を始める。180 度体の向きを変える動作。 

方向転換後、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライン上

にとどまる事で成功とみなす。 
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3．後進 

検定員に指定された区間を後進で渡りきる。 

ゴールの位置で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライ

ン上にとどまる事で成功とみなす。 

 

4．ストレートジャンプ 

ラインに立った状態から動作を始める。ライン上で両足ジャンプし、着地する動

作。両足がラインから離れる事でジャンプとみなす。（高さは問わない） 

着地後、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでライン上にと

どまる事で成功とみなす。 

 

5．ドロップニー 

足首をラインにかけてしゃがむ姿勢。ライン上に立った状態から動作を始める。 

ドロップニーの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すま

でライン上にとどまった後、立ちの姿勢に戻り、検定員がカウント（5秒程度）し、

OKのサインを出すまでライン上にとどまる事で成功とみなす。 

 

6．フットプラント 

後ろ足首をライン上にかけてしゃがみ、前足を伸ばしきる姿勢。ライン上に立っ

た状態から動作を始める。 

フットプラントの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出す

までライン上にとどまった後、立ちの姿勢に戻り、検定員がカウント（5秒程度）

し、OKのサインを出すまでライン上にとどまる事で成功とみなす。 

 

7．クルック 

ライン上で両膝を折り曲げる姿勢。ライン上に立った状態から動作を始める。 

クルックの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまでラ

イン上にとどまった後、立ちの姿勢に戻り、検定員がカウント（5秒程度）し、

OKのサインを出すまでライン上にとどまる事で成功とみなす。 

 

8．ガンビット 

ライン上で手足を使った姿勢。手足を乗せた状態から動作を始めても良い。 

ガンビットの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すまで
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ライン上にとどまる事で成功とみなす。 

地面から身体が離れた瞬間からカウントを始める。 

 

9．シッティング 

ライン上に座りバランスをとる姿勢。座った状態から動作を始めても良い。 

シッティングの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出すま

でライン上にとどまる事で成功とみなす。 

地面から身体が離れた瞬間からカウントを始める。 

 

10．フロントブッダ 

身体を正面にあぐらをかく姿勢。座った状態から動作を始めても良い。 

フロントブッダの姿勢で、検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサインを出す

までライン上にとどまる事で成功とみなす。 

地面から身体が離れた瞬間からカウントを始める。
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12-2．スタティックトリック一覧および合格基準 

 

1．エクスポージャー 

ラインに対して横向きでバランスをとるポ

ーズ。足の幅は特に指定なし。顔、手足、

身体が完全に横向きになった状態でカウン

トを始め、検定員がカウント（5秒程度）

し、OKのサインを出すまでその体勢を維

持することで成功とみなす。 

 

2．ダブルドロップニー 

両足首をラインにかけ、両膝をラインの下

に降ろし身体を横に向けるポーズ。顔、身

体、足が完全に横向きになった状態でカウ

ントを始め、検定員がカウント（5秒程度）

し、OKのサインを出すまでその体勢を維

持することで成功とみなす。 

 

3．サイドブッダ 

足をクロスさせ、両足側面でしゃがむポー

ズ。顔、身体、足が完全に横向きになった

状態でカウントを始め、検定員がカウント

（5秒程度）し、OKのサインを出すまでそ

の体勢を維持することで成功とみなす。 
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4．ソールフード 

足裏を合わせ、足の側面でバランスをとる

ポーズ。顔、身体、足が完全に横向きにな

り、足裏同士が合わさった状態でカウント

を始め、検定員がカウント（5秒程度）し、

OKのサインを出すまでその体勢を維持す

ることで成功とみなす。 

 

 

5．ドロップニー 

片方の足首をラインにかけてしゃがむポー

ズ。重心をしっかり落とし、足首をライン

にかけた方の膝をラインの下に落とした状

態でカウントを始め、検定員がカウント（5

秒程度）し、OKのサインを出すまでその

体勢を維持することで成功とみなす。 

 

6．フットプラント 

後ろ足首をライン上にかけてしゃがみ、前

足を伸ばしきるポーズ。片足を伸ばしきっ

た状態でカウントを始め、検定員がカウン

ト（5秒程度）し、OKのサインを出すまで

その体勢を維持することで成功とみなす。 



一般社団法人日本スラックライン連盟 15 

 

7．クルック 

両膝を折り曲げるポーズ。両足折り曲がっ

た状態からカウントを始め、検定員がカウ

ント（5秒程度）し、OKのサインを出すま

でその体勢を維持することで成功とみなす。 

 

 

 

8．インワードドロップニー 

片方の膝を内側に入れしゃがむポーズ。膝

が内側のライン下に降りた状態からカウン

トを始め、検定員がカウント（5秒程度）

し、OKのサインを出すまでその体勢を維

持することで成功とみなす。 

 

 

 

9．アームバランス 

両手でラインを持ち上げて身体を支えるポ

ーズ。お尻がラインから離れ、膝を 90 度

以上伸ばした状態でカウントを始め、検定

員がカウント（5秒程度）し、OKのサイン

を出すまでその体勢を維持することで成功

とみなす。 

 

 

 



一般社団法人日本スラックライン連盟 16 

 

10．ガンビット 

互い違い(右手右足もしくは左手右手)の手

足でバランスをとるポーズ。身体、手足が

地面に平行、一直線の状態でカウントを始

め、検定員がカウント（5秒程度）し、OK

のサインを出すまでその体勢を維持するこ

とで成功とみなす。 

 

 

11．ワンフットレバー 

互い違い(右手右足もしくは左手右手)の手

足でバランスをとり、ラインに接していな

方の足を伸ばし(膝も伸ばす)、足先を掴んだ

状態でカウントを始め、検定員がカウント

（5秒程度）し、OKのサインを出すまでそ

の体勢を維持することで成功とみなす。 

 

 

 

 

12．サイドプランク 

身体を横向きに、手足でバランスをとるポ

ーズ。手足身体が横向き、一直線になった

状態でカウントを始め、検定員がカウント

（5秒程度）し、OKのサインを出すまでそ

の体勢を維持することで成功とみなす。 

 

 

13．フロントレバー 

両腕で身体を支えバランスをとるポーズ。

身体が真っ直ぐ伸びた状態でカウントを始

め、検定員がカウント（5秒程度）し、OK

のサインを出すまでその体勢を維持するこ

とで成功とみなす。
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14．シッティング 

お尻で座りバランスをとる姿勢。片足をラ

インの上に乗せた状態でカウントを始め、

検定員がカウント（5秒程度）し、OKのサ

インを出すまでその体勢を維持することで

成功とみなす。 

15．ポインター 

片膝をつき体を伸ばす姿勢。手、足、身体

が地面に対して水平かつ一直線になった状

態でカウントを始め、検定員がカウント（5

秒程度）し、OKのサインを出すまでその

体勢を維持することで成功とみなす。 

 

 

16．ダブルフットプラント 

両足を伸ばし座る姿勢。両足を伸ばした状

態でカウントを始め、検定員がカウント（5

秒程度）し、OKのサインを出すまでその

体勢を維持することで成功とみなす。 

 

 

 

 

17．フロントブッダ 

あぐらをかき座る姿勢。検定員がカウント

（5秒程度）し、OKのサインを出すまでそ

の体勢を維持することで成功とみなす。
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18．ブッダドロップ 

身体を正面にして両足首をラインにかけた

状態から両膝を下す姿勢。検定員がカウン

ト（5秒程度）し、OKのサインを出すまで

その体勢を維持することで成功とみなす。 

19．レイダウン 

ライン上に寝転ぶ姿勢。手足の位置は問わ

ない。検定員がカウント（5秒程度）し、

OKのサインを出すまでその体勢を維持す

ることで成功とみなす。

20．シャオリン 

足を組みしゃがむポーズ。しゃがみこんだ

状態からカウントを始め、検定員がカウン

ト（5秒程度）し、OKのサインを出すまで

その体勢を維持することで成功とみなす。

 

12-3．バウンストリックに関する事項および合格基準 

バウンス技能検定では、基本的なバウンスの技能を検定の対象とするものとし、フィ

ート(足)、バットバウンス、チェストバウンス、バックバウンスの 4つの基本バウンス

から構成したトリックのみを検定項目とする。 

ドロップニー、クルック、レディ、スプレドル等の応用バウンスは禁止とする。 
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ローテーション（回転）のトリックの判定は、下記のバウンストリック２つの組み合

わせを指すものとし、受検者は下記の一覧から受検内容に必要数分の組み合わせを選

択して行なうものとする。 

 

【バウンストリック組み合わせ一覧表】 

F→R→F   B→R→F   C→R→F   Ba→R→F 

F→R→B   B→R→B   C→R→B   Ba→R→B 

F→R→C   B→R→C   C→R→C   Ba→R→C 

F→R→Ba   B→R→Ba   C→R→Ba   Ba→R→Ba 

 

F…フィート(足で跳ねる技) 

B…バット バウンス(お尻で跳ねる技) 

C…チェスト バウンス(胸で跳ねる技) 

Ba…バック バウンス(背中で跳ねる技) 

R…ローテーション(横回転は 180、360、540。縦回転はフロントフリップ、バ

ックフリップ) 

 

例)  

・180 系・・・バット 180 バット(B180C)、バット 180 チェスト(B180C)、ナステ

ィーチェスト等 

・360 系・・・フィート 360 フィート(F360F)、チェスト 360 バット(C360B)等 

・540 系・・・バット 540 バット(B540B)、チェスト 540 バット(C540B)等 

・Flip 系・・・バット-フロントフリップ-バット(BFB)、バット-ミスティフリップ-フ

ィート(BMF)等 

・スパイラル(C360C)、モジョフラット 360(C360C)の場合、同じ C360C でも回転

軸が違うので違う技とカウントするものとする。 

・ナスティーチェスト(B180C)、チェストナスティー(C180B)は 180 系に属し、また

バット 180 チェスト(B180C)、チェスト 180 バット(C180B)と違う技とカウントす

るものとする。 
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